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論文内容の要旨

日臭球における神経細胞のシナプス結合様式を明らかにする目的で，ウサギの喚球中の僧帽細胞およ

び頼粒細胞層の細胞から，ガラス管微少電極により細胞内記録をおこない 嘆球への種々の入力およ

び出力経路の電気刺激に対するこれらの細胞の応答様式を解析した。 1 . IJ臭神経を刺激すると僧帽細

胞からは興奮性シナプス後電位 (E P S P) に重畳して， )1国行性スパイク電位の立ち上がりに fast

prepotential (FPP) が観察された。この FPPは，その性質の解析から，僧帽細胞の主樹状突起のス

ノ f イク活動によるものと推定された。 2. 外側日臭索を電気刺激すると，僧帽細胞からは，逆行性のス

パイクに引き続いて 2 シナプス性の抑制性シナプス後電位(IPSP) が記録され，また，頼粒細胞層の 1

型細胞からは，単シナプス性の EPSPが記録された。さらに，前交連を刺激すると，上記と同様に，

僧帽細胞からは IPSPが，頼粒細胞層の 1 型細胞からは EPSPが記録された。種々の条件刺激の，

これらシナプス後電位に与える影響の解析から，僧帽細胞と頼粒細胞層の 1 型細胞(頼粒細胞)との

聞には樹状突起間シナプスが存在しており 頼粒細胞の樹状突起は 僧帽細胞の樹状突起から興奮性

のシナプス入力を受け，また後者は前者から抑制性のシナプス入力を受けることが結論された。 3.

前交連および他の部位からの嘆球への遠心性線維の性質の解析の結果，これらの大部分のものは頼粒

細胞を興奮させ，僧帽細胞の活動を抑制することが判明した。
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論文の審査結果の要旨

本論文はウサギの嘆球の神経回路の性質を，電気生理学的方法を用いて，静的および動的両面から

研究したものである。嘆球の神経団路は，神経細胞の出力とされる軸索をもたない頼粒細』包を含む点

で，脳の他の部位の神経団路と異るが，この頼粒細胞には従来確立されてきた神経細胞の概念が当て

はまらなし)0 Rall と'S hepherd は， 1970年にこれを樹状突起一樹状突起聞の特異的な相反性シナプスを

仮定することによって，説明したが決定的な電気生理学的証明を欠いていた。本論文は，従来までに

行われていた嘆球の主要細胞である僧帽細胞のみならず，より微小な頼粒細胞より膜電位の測定を行

うことに成功し，相反性シナプスによると考えられる電位の性質につき詳細に検討することによって

樹状突起一樹状突起相反性シナプスのより確実な証拠を与えた。またその結果の応用として嘆刺激を

与えたとき嘆球に発生する脳波が 僧帽細胞一頼粒細胞の相反性シナプスによるネガテイプ・フィー

ドパック回路により発生することを示唆した。また副次的な結果として，僧帽細胞には 2 つのトリガ

帯が存在すること 僧帽細胞に入力するシナプスの起源の新しいものを見出したことなどが含まれる。

この結果は脳の回路構成に関して重要な知見を与えたもので学位論文として価値あるものと認める。
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